
ひと月分の支出内容を精査せよ
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地
元
温
泉
街
活
性
化
へ

信
金
魅
力
向
上
や
Ｄ
Ｘ
支
援

小企業の
売上ＤＩ

２
ヵ
月
ぶ
り
に
低
下

日
本
公
庫
調
査



月

サ
ー
ビ
ス
業
は
上
昇

～月の業況判断

小企業「持ち直しに足踏み」
日本公庫調査中小はプラス水準

「
宿
泊
・
飲
食
」は
９
万
人
増

月
の
就
業
者
数

総
務
省
調
査

旅
館
は
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
て
い
る
の
か

外
国
人
宿
泊
客
の
９
割
が
満
足
と
回
答

――

「
景
気
緩
や
か
に
回
復
」

前
月
の
判
断
据
え
置
き

１
月
の
月
例
経
済
報
告

 年 の
休・廃業企業

前
年
比
１
万
件
増
加

帝
国
デ
ー
タ

調

査

厳
し
い
状
況
背
景
に

　
会
社
は
赤
字
で
も
つ
ぶ
れ

な
い
が
、
資
金
が
シ
ョ
ー
ト

す
る
と
簡
単
に
つ
ぶ
れ
る
。

よ
く
聞
く
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

決
算
書
や
試
算
表
の
数
字
は

経
営
成
績
を
表
す
通
知
表
だ

と
、
さ
ん
ざ
ん
こ
の
コ
ラ
ム

で
書
い
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
実
感
が
そ
れ
ほ
ど
湧
か
な

い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
預
金
通

帳
の
残
高
は
現
実
そ
の
も
の

で
す
。
経
営
者
が
一
番
気
に

す
べ
き
数
字
は
、
あ
な
た
の

お
宿
の
預
金
通
帳
残
高
で

す
。
だ
か
ら
、
今
月
末
の
残

高
は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
ど
の

よ
う
な
推
移
で
こ
の
数
字
が

動
い
て
い
く
の
か
、
少
な
く

と
も
常
に
３
カ
月
先
ま
で
は

い
つ
で
も
見
え
て
い
る
こ
と

が
、
必
須
で
す
。

　
で
は
、
こ
の
先
、
預
金
残

高
の
見
込
み
数
字
は
ど
こ
を

見
れ
ば
分
か
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
で
す
、
資
金
繰
り

見
込
み
表
で
す
。
あ
な
た
の

手
元
に
３
カ
月
先
ま
で
の
資

金
繰
り
見
込
み
表
が
あ
り
ま

す
か
。
３
カ
月
先
ま
で
の
残

高
が
見
え
て
い
ま
す
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
３
カ
月
先
ま
で

の
資
金
繰
り
見
込
み
表
と
、

各
月
末
の
残
高
実
績
を
見
比

べ
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
に
は

差
が
出
ま
す
。
そ
の
差
異
の

原
因
を
勘
定
科
目
ご
と
に
調

べ
て
く
だ
さ
い
。

　
と
こ
ろ
で
経
営
者
は
数
字

の
結
果
だ
け
を
見
れ
ば
い

い
。
そ
の
数
字
が
計
画
見
込

み
と
差
が
あ
れ
ば
、
そ
の
原

因
を
担
当
責
任
者
か
ら
報
告

を
受
け
、
こ
れ
か
ら
の
軌
道

修
正
の
意
思
決
定
を
す
る
の

が
経
営
者
の
役
割
だ
。
細
か

い
こ
と
を
調
べ
る
の
は
経
理

担
当
者
に
任
せ
れ
ば
い
い
、

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。

正
論
だ
と
思
い
ま
す
。

　
正
論
で
す
が
、
大
企
業
で

は
な
い
あ
な
た
の
お
宿
で

は
、
数
字
の
結
果
だ
け
を
見

て
い
て
は
、
知
ら
な
い
う
ち

に
裸
の
王
様
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
毎
月
数
字
の
詳
細

を
追
っ
て
い
く
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
、
ひ
と
月

で
も
い
い
の
で
、
数
字
の
推

移
を
自
ら
追
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
収
入
は
現
金
収
入
と
前
月

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
清
算
金
額
で
す
。
月
末

の
売
上
日
報
の
累
計
デ
ー
タ

と
、
各
社
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
精
算
表
を
照
ら
し
合
わ
せ

れ
ば
分
か
り
ま
す
。

　
問
題
は
支
出
で
す
。
単
純

に
時
系
列
を
見
る
の
で
あ
れ

ば
、
毎
月
の
通
帳
残
高
を
月

別
に
列
挙
し
、
さ
ら
に
月
初

残
高
と
月
末
残
高
の
差
額
を

記
入
し
た
一
覧
表
を
作
り
ま

す
。
こ
れ
を
３
年
間
ほ
ど
並

べ
れ
ば
、
傾
向
が
見
え
て
き

ま
す
。
そ
の
時
に
借
入
を
行

っ
た
と
か
、
ま
と
ま
っ
た
支

出
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
脚
注

に
記
述
し
て
お
け
ば
、
な
お

さ
ら
振
り
返
り
が
よ
く
で
き

ま
す
。

　
さ
ら
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
は
、
毎
月
、
試
算
表
と

と
も
に
税
理
士
事
務
所
か
ら

提
示
さ
れ
る
総
勘
定
元
帳
と

補
助
簿
を
、
通
帳
と
と
も
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
金
額

だ
け
で
な
く
相
手
科
目
名
や

摘
要
も
記
述
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
さ
ら
に
中
身
が
見
え

て
き
ま
す
。

　
さ
あ
、
こ
の
コ
ラ
ム
を
き

っ
か
け
に
し
て
す
ぐ
始
め
て

く
だ
さ
い
。
総
勘
定
元
帳
や

補
助
簿
は
、
経
理
担
当
者
し

か
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
う

経
営
者
の
方
も
こ
の
際
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
ど
う
で
す
か
。
何
の
こ
と

か
分
か
ら
な
い
支
出
や
相
手

先
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
全
て
経

営
者
で
あ
る
あ
な
た
が
、
過

去
に
決
裁
し
た
相
手
と
金
額

な
の
で
す
。

　
ひ
と
月
の
支
出
先
と
金
額

は
、
全
て
納
得
の
い
く
も
の

で
す
か
。
ち
な
み
に
不
明
な

と
こ
ろ
を
赤
線
で
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
そ
こ
の
請
求
書
を
請
求
書

つ
づ
り
か
ら
引
っ
張
り
出
し

て
、
経
営
者
自
身
が
詳
細
を

確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

請
求
書
の
元
と
な
っ
て
い

る
、
契
約
書
を
見
直
す
こ
と

も
役
立
ち
ま
す
よ
。

　
収
入
を
増
や
す
こ
と
よ
り

も
、
支
出
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は

一
番
手
が
付
け
や
す
く
、
効

果
が
出
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で

す
。
今
ま
で
幹
部
会
で
「
無

駄
な
支
出
を
な
く
せ
」
と
し

か
指
示
で
き
な
か
っ
た
方

が
、こ
の
見
直
し
を
行
え
ば
、

「
面
倒
だ
っ
た
け
れ
ど
、
一

通
り
支
出
内
容
を
見
て
よ
か

っ
た
」
と
、
か
な
り
の
方
が

思
う
は
ず
で
す
。

　
失
敗
の
法
則
そ
の


　
資
金
繰
り
見
込
み
表
は
残

金
が
一
定
額
あ
れ
ば
い
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
、
最
も
重
要
な

現
預
金
の
中
身
や
推
移
に
う

と
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
だ
か
ら
、
支
出
の
詳
細
内

容
に
経
営
者
自
ら
一
度
目
を

向
け
よ
う
。

　https://www.ryokan-clini
c.com/
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接
客
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
で
起
こ
る
事
象
を
サ
ー
ビ
ス
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
立
場
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
究
の
専
門

家
の
知
見
か
ら
ひ
も
解
い
て
い
き
ま
す
。

　
最
近
、
旅
館
が
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
化
あ
る
い
は
た
こ
つ
ぼ
化

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
と

い
う
批
判
を
よ
く
耳
に
す

る
。

　
１
泊
２
食
が
主
体
の
旅
館

で
は
、
滞
在
期
間
が
長
い
外

国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
は

難
し
い
。
特
に
、
ネ
ッ
ク
と

な
っ
て
い
る
の
が
滞
在
中
の

食
事
問
題
。
品
数
も
、
量
も

多
い
旅
館
の
夕
食
は
一
度
、

食
べ
れ
ば
十
分
。
食
材
で
工

夫
し
た
２
日
目
は
何
と
か
食

べ
果
た
せ
た
と
し
て
も
、
３

日
目
、
４
日
目
と
食
べ
続
け

る
の
は
至
難
の
業
と
い
う
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
わ
っ
て

い
る
有
識
者
の
中
に
は
「
旅

館
に
泊
ま
り
た
い
と
い
う
訪

日
外
国
人
客
に
は
、
正
直
、

や
め
な
さ
い
と
言
っ
て
い

る
。
日
本
文
化
や
風
習
を
体

験
す
る
た
め
に
泊
ま
る
と
し

て
も
せ
い
ぜ
い
１
泊
が
限

界
」
と
言
い
、
旅
館
に
は
訪

日
外
国
人
客
が
快
適
に
過
ご

せ
る
よ
う
な
機
能
が
欠
如
し

て
い
る
と
指
摘
す
る
。

　
だ
が
、
実
際
に
そ
う
な
の

だ
ろ
う
か
。

　
観
光
庁
の
「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
消
費
動
向
調
査
結
果
及
び

分
析
」
（
２
０
２
４
年
７
月

―
９
月
期
報
告
書
）
に
よ
る

と
「
今
回
の
日
本
滞
在
中
に

し
た
こ
と
」
（
複
数
回
答
）

と
し
て

・
７
％
の
１
３
２

９
人
が
「
旅
館
に
宿
泊
」
を

挙
げ
、
う
ち

・
８
％
が
満

足
し
た
と
回
答
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
温
泉
入
浴
」
に
つ

い
て
は
、
４
人
に
１
人
の


・
５
％（
１
４
８
０
人
）が
体

験
し
、
う
ち

・
７
％
が
満

足
し
た
と
回
答
し
て
い
る
。

　
「
旅
館
に
宿
泊
」
「
温
泉

入
浴
」
の
調
査
結
果
に
基
づ

け
ば
、
温
泉
を
有
し
た
「
温

泉
旅
館
」
は
、
日
本
の
文
化

や
風
習
を
知
り
た
い
訪
日
外

国
人
客
に
と
っ
て
は
格
好
の

宿
泊
施
設
と
な
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
冒
頭
の

有
識
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に

長
期
滞
在
客
向
け
の
メ
ニ
ュ

ー
開
発
は
、
遅
々
と
し
て
進

ん
で
い
な
い
の
も
事
実
で
あ

る
。
週
末
や
休
前
日
に
の
み

泊
ま
り
に
く
る
よ
う
な
日
本

人
客
だ
け
を
相
手
に
し
て
い

る
と
、
海
外
の
旅
行
者
か
ら

そ
っ
ぽ
を
向
か
れ
て
し
ま

う
。こ
の「
日
本
人
に
よ
る
、

日
本
人
の
た
め
の
旅
館
経

営
」
が
、
旅
館
の
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
化
、
た
こ
つ
ぼ
化
を
招
い

て
い
る
と
口
さ
が
な
い
人
々

は
言
う
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
国
内
で
も
ワ
―
ケ

ー
シ
ョ
ン
や
休
日
取
得
の
分

散
化
な
ど
に
伴
い
、
滞
在
型

観
光
の
萌
芽
が
見
ら
れ
つ
つ

あ
る
。
客
室
に
ミ
ニ
キ
ッ
チ

ン
を
備
え
た
り
、
宿
泊
客
が

自
由
に
調
理
や
食
事
が
で
き

る
共
有
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た

り
と
い
っ
た
宿
泊
施
設
が
話

題
に
な
る
の
も
そ
の
一
端
と

言
え
よ
う
。

　
確
か
に
、
「
旅
行
に
来
て

ま
で
料
理
な
ん
か
し
た
く
な

い
」
と
こ
ぼ
す
顧
客
も
い
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
暮
ら
す

よ
う
に
旅
し
た
い
と
考
え
る

滞
在
客
で
あ
れ
ば
地
元
の
ス

ー
パ
ー
で
食
材
を
買
い
、
旅

館
の
料
理
人
に
調
理
法
を
教

わ
り
な
が
ら
一
緒
に
料
理
を

作
る
と
い
っ
た
企
画
が
あ
れ

ば
率
先
し
て
参
加
し
て
く
る

に
違
い
な
い
。

　
ほ
か
に
も
、
地
域
の
料
理

好
き
の
人
た
ち
を
集
め
て
チ

ー
ム
を
作
り
、
外
国
人
観
光

客
や
日
本
人
の
滞
在
客
ら
と

一
緒
に
、
料
理
を
作
っ
て
食

べ
る
と
い
っ
た
交
流
を
兼
ね

た
夕
食
会
を
催
す
方
法
も
あ

る
。
ま
た
、
出
来
上
が
っ
た

料
理
は
地
元
作
家
の
器
や
老

舗
旅
館
が
代
々
受
け
継
い
で

き
た
塗
碗
と
い
っ
た
「
ほ
ん

も
の
」の
器
に
盛
り
付
け
る
。

作
り
手
の
思
い
が
込
め
ら
れ

た
り
、
伝
統
や
歴
史
を
感
じ

さ
せ
た
り
す
る「
ほ
ん
も
の
」

の
器
に
は
、
量
産
さ
れ
た
業

務
用
食
器
に
は
な
い
特
別
な

価
値
が
あ
る
。

　
旅
館
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
を

阻
止
す
る
た
め
に
は
、
人
を

集
め
、
献
立
を
考
え
、
「
ほ

ん
も
の
」
の
器
を
一
括
管
理

し
た
上
で
地
域
の
旅
館
に
貸

し
出
し
て
い
く
よ
う
な
、
視

点
を
変
え
た
新
た
な
取
り
組

み
が
必
要
だ
ろ
う
。

　
福
島
　
規
子
（
ふ
く
し
ま

・
の
り
こ
）
九
州
国
際
大
学

教
授
・
博
士
（
観
光
学
）
、

オ
フ
ィ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
・
サ
ー

ビ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

　
　
　
　
　
＝
月
１
回
掲
載
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総
務
省
が
こ
の
ほ
ど
公
表

し
た
昨
年

月
の
労
働
力
調

査
で
、
同
月
の
「
宿
泊
業
、

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」
の
就
業

者
数
は
前
月
比
９
万
人
増
の

４
２
６
万
人
。
就
業
者
数
全

体
は
同

万
人
増
の
６
８
１

１
万
人
と

カ
月
連
続
で
増

加
し
た
。

　
業
種
別
で
は
こ
の
ほ
か
、

「
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、

娯
楽
業
」
が
同
８
万
人
増
の

２
３
５
万
人
。
「
運
輸
業
、

郵
便
業
」
が
横
ば
い
の
３
４

６
万
人
。

　
同
月
の
完
全
失
業
率
（
季

節
調
整
値
）
は
前
月
比
０
・

１
㌽
減
の
２
・
４
％
。
こ
の

う
ち
男
性
は
２
・
５
％
、
女

性
は
２
・
４
％
と
、
と
も
に

前
月
と
同
率
だ
っ
た
。

　
同
月
の
完
全
失
業
者
数
は

前
年
同
月
比
２
万
人
減
の
１

５
４
万
人
と
５
カ
月
連
続
で

減
少
し
た
。
求
職
理
由
別
で

は
、
「
勤
め
先
や
事
業
の
都

合
に
よ
る
離
職
」
が
３
万
人

減
少
。
「
自
発
的
な
離
職

（
自
己
都
合
）
」
が
１
万
人

増
加
。
「
新
た
に
求
職
」
が

３
万
人
減
少
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
は
こ

の
ほ
ど
、
全
国
小
企
業
月
次

動
向
調
査
の
昨
年

月
分
を

公
表
し
た
。
同
月
の
売
上
Ｄ

Ｉ
は
前
月
比
２
・
６
㌽
減
の

０
・
７
と
、
２
カ
月
連
続
の

プ
ラ
ス
水
準
も
２
カ
月
ぶ
り

に
低
下
し
た
。
非
製
造
業
６

業
種
で
は
サ
ー
ビ
ス
業
が
上

昇
、
運
輸
業
が
低
下
し
た
。

　
Ｄ
Ｉ
は
前
年
同
月
比
で
売

り
上
げ
が
増
加
の
企
業
割
合

か
ら
減
少
の
企
業
割
合
を
引

い
た
値
（
季
節
調
整
値
）
。

調
査
は
１
月
６
～

日
、
同

公
庫
取
引
先
の
小
企
業
（
従

業
者

人
未
満
。
卸
売
業
、

小
売
業
、
飲
食
店
は

人
未

満
）
１
５
０
０
社
に
行
い
、

１
２
７
６
社
か
ら
有
効
回
答

を
得
た
。

　
業
種
別
で
は
、
サ
ー
ビ
ス

業
が
同
６
・
４
㌽
減
の

・

０
と
３
カ
月
連
続
で
上
昇
。

運
輸
業
が
同
４
・
４
㌽
減
の

１
・
８
と
２
カ
月
連
続
で
低

下
し
た
。
飲
食
店
は
同

・

９
㌽
減
の

・
９
と
２
カ
月

ぶ
り
に
低
下
し
た
。

　
今
年
１
月
の
見
通
し
は
、

全
業
種
計
が
前
月
比
５
・
０

㌽
減
の
マ
イ
ナ
ス
４
・
３
と

マ
イ
ナ
ス
水
準
に
落
ち
込
む

見
通
し
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
こ

の
ほ
ど
公
表
し
た
全
国
中
小

企
業
動
向
調
査
の
昨
年

～


月
期
分
で
、
宿
泊
・
飲
食

の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
が
小
企
業

で
前
期
比
低
下
、
中
小
企
業

で
プ
ラ
ス
水
準
が
続
く
な
ど

同
上
昇
し
た
。
景
況
に
つ
い

て
小
企
業
は
「
持
ち
直
し
の

動
き
に
足
踏
み
」
、
中
小
企

業
は
「
持
ち
直
し
の
動
き
が

み
ら
れ
る
」
と
、
と
も
に
前

期
の
判
断
を
据
え
置
い
た
。

　
小
企
業
（
原
則
従
業
者


人
未
満
）
の
Ｄ
Ｉ
は
、
業
況

が
良
い
と
回
答
し
た
企
業
割

合
か
ら
悪
い
と
回
答
し
た
企

業
割
合
を
引
い
た
値
。
同
期

は
全
業
種
計
で
前
期
比
３
・

９
㌽
増
の
マ
イ
ナ
ス

・
９

と
２
カ
月
ぶ
り
の
増
も
、
マ

イ
ナ
ス
水
準
が
続
い
た
。

　
業
種
別
で
は
、
飲
食
店
・

宿
泊
業
が
同
０
・
９
㌽
減
の

マ
イ
ナ
ス

・
４
。
２
０
２

３
年
４
～
６
月
期
の
マ
イ
ナ

ス
２
・
１
を
ピ
ー
ク
に
低
下

基
調
に
あ
る
。
来
期
（
今
年

１
～
３
月
期
）
も
マ
イ
ナ
ス


・
６
と
、
さ
ら
に
低
下
の

見
通
し
。

　
ほ
か
の
業
種
を
み
る
と
、

サ
ー
ビ
ス
業
が
同
０
・
２
㌽

減
の
マ
イ
ナ
ス

・
２
。
運

輸
業
が
同
２
・
３
㌽
増
の
３

・
１
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
中
小
企
業
（
原
則
従
業
員


人
以
上
）
の
Ｄ
Ｉ
は
、
業

況
が
前
年
同
期
比
で
好
転
と

回
答
し
た
企
業
割
合
か
ら
悪

化
と
回
答
し
た
企
業
割
合
を

引
い
た
値（
季
節
調
整
値
）。

全
業
種
計
は
前
期
比
１
・
８

㌽
減
の
３
・
２
と
２
カ
月
ぶ

り
に
低
下
も
、
プ
ラ
ス
水
準

が
続
い
た
。

　
業
種
別
で
は
宿
泊
・
飲
食

サ
ー
ビ
ス
業
が
同
０
・
３
㌽

増
の

・
２
。
非
製
造
業


業
種
で
最
も
高
い
数
値
と
な

っ
た
。
来
期
も
今
期
程
度
の

上
昇
を
見
込
む
が
４
～
６
月

期
は

台
に
低
下
の
見
通

し
。

　
信
用
金
庫
が
、
地
元
温
泉

街
の
活
性
化
に
向
け
て
奔
走

し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
収

束
に
伴
い
観
光
ニ
ー
ズ
は
回

復
し
て
い
る
が
、
人
口
減
少

に
よ
る
国
内
需
要
の
低
迷
や

人
手
不
足
な
ど
を
背
景
に
、

観
光
関
連
事
業
者
が
取
り
組

む
べ
き
課
題
は
多
い
。
各
信

金
は
、
観
光
客
に
選
ば
れ
る

た
め
の
地
域
の
魅
力
向
上

や
、
省
力
化
に
向
け
た
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。

　
さ
が
み
信
用
金
庫
や
飯
田

信
用
金
庫
な
ど
は
、
事
業
者

に
よ
る
観
光
庁
へ
の
補
助
金

申
請
を
支
援
。
設
備
投
資
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
高
付
加
価

値
化
な
ど
を
通
じ
て
「
稼
げ

る
観
光
産
業
」
の
実
現
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。
三
島
、

大
分
み
ら
い
各
信
用
金
庫

は
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
で
顕
在
化
し
た
課
題
の

解
決
支
援
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

　
北
群
馬
信
用
金
庫
は
温
泉

街
の
誘
客
に
向
け
、
夜
に
な

る
と
人
通
り
が
少
な
く
な
る

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
付
近
の

盛
り
上
げ
に
協
力
。
地
元
の

旅
館
や
飲
食
店
オ
ー
ナ
ー
ら

と
連
携
し
な
が
ら
、
に
ぎ
わ

い
創
出
に
向
け
た
音
楽
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
開
催
に
一
役
買

っ
て
い
る
。

　
全
国
で
施
策
が
多
様
化
す

る
中
、
信
金
中
央
金
庫
子
会

社
の
し
ん
き
ん
地
域
創
生
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
業
界
内
の

事
例
共
有
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
。
１
月

日
に
は
初
め

て
同
社
の
主
催
で
、
温
泉
地

の
活
性
化
を
主
な
テ
ー
マ
と

し
た
情
報
交
換
会
を
開
い

た
。
東
北
や
九
州
な
ど
全
国


信
金
の
担
当
者
ら
が
、
東

京
都
内
の
リ
ア
ル
会
場
や
オ

ン
ラ
イ
ン
経
由
で
参
加
し

た
。

　
情
報
交
換
会
で
は
、
の
と

共
栄
信
用
金
庫
の
職
員
が
、

石
川
県
七
尾
市
に
あ
る
和
倉

温
泉
の
震
災
復
興
支
援
の
状

況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
そ

の
ほ
か
、
各
信
金
の
本
部
・

営
業
店
担
当
者
が
登
壇
し
、

各
地
の
課
題
に
応
じ
て
展
開

す
る
取
り
組
み
を
紹
介
し

た
。

　
同
様
の
会
議
は
従
来
、
信

金
中
金
が
開
催
し
て
い
た
。

た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
を
背
景
に

中
止
し
て
お
り
、
今
回
、
商

社
や
自
治
体
へ
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
事
業
を
手
が
け

る
、
し
ん
き
ん
地
域
ネ
ッ
ト

が
開
催
す
る
形
で
復
活
さ
せ

た
。
よ
り
業
務
の
専
門
性
の

高
い
同
社
が
担
当
す
る
こ
と

で
、
「
各
地
の
活
性
化
の
た

め
の
支
援
の
選
択
肢
は
広
が

る
の
で
は
」
（
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
部
）
と
話
す
。

　
（
記
事
提
供
・
日
本
金
融

通
信
社
＜
ニ
ッ
キ
ン
＞
）

　
２
０
２
４
年
に
全
国
で
休

業
・
廃
業
、
解
散
し
た
企
業

は
６
万
９
０
１
９
件
で
、
前

年
か
ら
約
１
万
件
、

・
８

％
増
と
大
き
く
増
加
し
た
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調
査

・
分
析
に
よ
る
も
の
。
「
厳

し
い
事
業
環
境
の
中
で
官
民

に
よ
る
廃
業
支
援
が
充
実
し

て
き
た
こ
と
を
背
景
に
、
手

元
資
金
に
余
裕
が
あ
る
う
ち

に
会
社
を
畳
ん
だ
『
あ
き
ら

め
廃
業
』
が
増
加
し
た
」

（
同
社
）
。

　
「
そ
の
他
」
を
除
く
７
の

業
種
別
で
は
、
建
設
業
が
８

１
６
２
件
（
前
年
比
７
・
０

％
増
）
と
最
多
。
サ
ー
ビ
ス

業
（
７
６
３
４
件
、
同
８
・

８
％
増
）
、
小
売
業
（
４
０

５
６
件
、
同
６
・
５
％
増
）

が
続
い
た
。
増
加
率
は
サ
ー

ビ
ス
業
が
最
も
高
か
っ
た
。

　
業
種
を
細
か
く
見
る
と
、

件
数
で
老
人
ホ
ー
ム
や
通
所

介
護
施
設
運
営
な
ど
の
「
老

人
福
祉
事
業
」（
２
５
４
件
、


・
８
％
増
）
、
増
加
率
で

バ
イ
ク
デ
ィ
ー
ラ
ー
な
ど
の

「
二
輪
自
動
車
小
売
業
」

（

・
５
％
増
、

件
）
が

ワ
ー
ス
ト
１
位
と
な
っ
た
。

　
地
域
別
で
は
、
石
川
・
富

山
県
の

市
町
村
を
含
む
能

登
地
方
が
１
６
４
件
判
明
し

た
。

　
珠
洲
市
、
輪
島
市
、
鳳
至

郡
を
含
む
奥
能
登
地
域
は


件
判
明
。
業
種
別
で
は
建
設

業
（

件
）
、
サ
ー
ビ
ス
業

（

件
）、小
売
業（

件
）

な
ど
幅
広
い
産
業
で
前
年
か

ら
増
加
し
た
。

　
「
政
府
に
よ
る
資
金
繰
り

支
援
策
に
加
え
、
地
元
自
治

体
に
よ
る
仮
設
店
舗
の
設
置

な
ど
営
業
再
開
を
後
押
し
す

る
政
策
が
実
行
さ
れ
た
も
の

の
、
地
震
に
よ
り
観
光
業
や

漁
業
な
ど
の
第
１
次
産
業
へ

の
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
か
っ
た

上
、
避
難
に
伴
う
当
地
人
口

の
減
少
な
ど
も
影
響
し
た
と

み
ら
れ
る
」
（
同
）
。

　
休
廃
業
、
解
散
時
の
経
営

者
年
齢
は
、
平
均
で

・
３

歳
と
、
調
査
開
始
後
で
最
高

と
な
っ
た
。

　
政
府
は
こ
の
ほ
ど
、
今
年

１
月
の
月
例
経
済
報
告
を
決

定
し
た
。
景
気
の
基
調
判
断

は
「
一
部
に
足
踏
み
が
残
る

も
の
の
、
緩
や
か
に
回
復
し

て
い
る
」
と
前
月
の
判
断
を

据
え
置
い
た
。
同
様
の
判
断

は
昨
年
８
月
か
ら
６
カ
月
連

続
。

　
各
論
は
、
個
人
消
費
が

「
一
部
に
足
踏
み
が
残
る
も

の
の
、
持
ち
直
し
の
動
き
が

み
ら
れ
る
」
と
前
月
の
判
断

を
据
え
置
き
。
旅
行
を
「
こ

の
と
こ
ろ
持
ち
直
し
の
動
き

が
み
ら
れ
る
」
、
外
食
を

「
緩
や
か
に
増
加
し
て
い

る
」
と
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
設
備
投
資
、
生

産
な
ど
も
前
月
か
ら
据
え
置

き
。
倒
産
件
数
は
前
月
の

「
増
勢
が
鈍
化
」
か
ら
「
お

お
む
ね
横
ば
い
」
へ
上
方
修

正
し
た
。


